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令和５（２０２３）年令和５（２０２３）年

広報

　10月 27 日～ 11月 12 日、　芦屋海浜公園レ
ジャープールアクアシアン内の特設会場で、あ
しや砂像展 2023「時

と き
空を超えて　昆虫」が開催

され、多くの来場者でにぎわいました。
　来場した皆さんは、ダイナミックなのに緻密
でリアルな巨大昆虫たちの世界に引き込まれて
いました。あしや砂像展の特集は令和６年１月
号に掲載予定です。
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日
本
で
は
、１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
か
ら
毎
年
、

人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
４
日

～
10
日
）
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
全
国
各
地

で
人
権
啓
発
活
動
を
行
い
、
世
界
人
権
宣
言
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の

権
利
で
す
。
し
か
し
、い
じ
め
や
体
罰・虐
待
な
ど
、

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
案
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹ひ

ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

謗
中
傷

や
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
情
報
の
発
信
、
感
染

症
や
障
が
い
な
ど
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
、

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
は
決
し
て
、
自
分
以
外
の
「
誰
か

の
こ
と
」「
自
分
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
誰
も
が
人

間
ら
し
く
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
目
指
す

た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
を
、「
誰
か
」
の
問
題
で
は
な
く
自
分
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
人
権
尊
重
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て

認
識
し
、
人
権
に
配
慮
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
人
権
週
間
は
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
な
ど

多
く
の
場
面
で
、
家
族
や
友
だ
ち
、
み
ん
な
で
人
権

を
考
え
る
１
週
間
で
す
。
芦
屋
町
で
も
人
権
ま
つ
り

や
街
頭
啓
発
、
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
人
権
に
触
れ
、
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
を
持
つ
と
と
も
に
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
人
権
へ
の
配
慮
で
あ
ふ

れ
る
地ま

ち域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　１９４８（昭和 23） 年、 12 月 10日に国際連合

第３回総会で、 全ての人と全ての国とが達成すべ

き共通の基準として、「世界人権宣言」 が採択さ

れたっちゃ。 世界人権宣言は、 基本的人権の尊

重の原則を定めたもので、 初めて人権保障の目

標や基準を国際的にうたった画期的なものっちゃ。

この宣言は、 世界各国の憲法や法律に取り入れ

られ、 世界各国に強い影響を及ぼしてるっちゃ。

採択日である 12月 10日は「人権デー」 とされ、

世界中で人権擁護活動を進めるための行事が行

われてるっちゃ。

12月４日から10日までは人権週間です

「誰か」のことじゃない。
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ジェンダー平等の社会を目指して
� 芦屋中学校２年　松尾　環奈
「ピンクがいい！」
　この言葉を聞いて、想像するのはどんな声でしょうか。たいて
いの人が女の子を想像するでしょう。これはあるＣＭに出てくる
言葉です。そのＣＭの最後には、このような言葉が出てきます。
「聞こえてきたのは男性の声ですか？女性の声ですか？」
　私たちは無意識のうちに性差や男女の役割りについて、固定的
な思い込みや偏見を持ってしまいがちです。ピンクが好きな男性
がいたっていいと思います。でももしピンクのランドセルを背
負った小学生の男の子がいたら、正直違和感を感じてしまうかも
しれません。このような固定的な思い込みや偏見を、どのように
なくしていけばよいのでしょうか。
　ＳＤＧｓ５番目の目標に、「ジェンダー平等を実現しよう」と
あります。「ジェンダー」とは生物学的な性差とは異なり、社会的・
文化的な性差を指します。つまり男性はこうあるべきだ、女性は
こうあるべきだというように、私たちにすり込まれている社会的
なイメージや役割り分担により発生するものです。
　世界では、ジェンダー平等に対してどのような取り組みが行わ
れているのでしょうか。政治や経済分野での女性の活躍を促進す
るための取り組みとして有名なのが、議員や企業の役員などの一
定の割合を女性にするクオータ制です。またクオータ制とは反対
に男性の育児参画を促すため、父親に一定の育児休暇を取得する
ように割り当てるパパ・クオータ制もあります。
　では、日本では、どのような取り組みが行われているのでしょ
うか。政府は「2030 年までに可能な限り早急に指導的地位に女
性が占める割合を 30パーセントにする」という目標を掲げてい
ます。しかし、この数値目標はもともと 2020 年に達成する予定
だったところを目標の半分にも及ばなかったため、達成を 10年
先送りにしたそうです。今の日本の指導的地位に年配の男性が多
いところをみれば、目標の実現はかなり難しいのではないかと
思ってしまいます。
　そこで、ジェンダー平等実現のために、私たち個人にできるこ
とはなんでしょうか。まず、家事や育児などの身近なことに関し
て私たちが抱いてしまっている、ジェンダーに関する無意識の偏
見について考えることも、ジェンダー平等への第一歩です。そし
て、一番大切なことは私たちがジェンダーという枠にとらわれる
ことなく、一人一人の「個」を尊重することです。男性だから女
性だからという先入観をなくし、ジェンダーに関係なくそれぞれ
の個性を大事にすることが、ジェンダー平等の実現への第一歩だ
と思います。
※�この記事は、町内の小中学生が「人権」をテーマに作成した作
文で、提出された作文の中から芦屋町人権・同和教育研究協議
会が選考したものを掲載しています。

■人権啓発パネルの展示

▽ �とき　12月４日月～８日金

▽ �ところ　役場１階ロビー
■第 25回芦屋町人権まつり

▽�とき　12 月９日土・午前 10時 30
分～午後３時

▽ �ところ　町民会館

▽ �内容　
⃝人権講演会
　【テーマ】　高齢者の人権
�　�【講師】　矢野大和さん（鷹

たかとりや
鳥屋神社

宮司、おおいた観光特使）
　�【演題】　笑って元気～必要とされ
る喜び～

⃝�青少年の主張大会　
　�　芦屋町の小中学生が学校・家庭・
地域などの関わりの中で、日頃考
えていることや、感じていること
を発表します。
⃝�ふれあいイベント
　�　各種団体によるバザーや催物、
人権啓発パネル、小中学生の人権
作品などを展示します。

※�詳しくは、広報あしや12月号に折
り込んでいるチラシを見てください。

▽ �問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）

芦屋町人権・同和教育研究協議会

▽�問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）
人権週間の行事

差別をなくすために  第 462 号
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若
き
農
業
継
承
者
の
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
農
業
の
ミ
ラ
イ
ー

　
地
元
の
農
産
物
を
購
入
す
る
「
地
産
地
消
」
は
身
近
な

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
し
て
近
年
あ
ら
た
め
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
農
業
は
ど
こ
の
地
域
で
も
高
齢
化
が
進

み
、
若
い
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
芦
屋
町
に
は
安
全
で
安
心
な
お
い
し
い
農
産

物
を
生
産
す
る
た
め
、
情
熱
と
誇
り
を
も
っ
て
、
日
々
努

力
す
る
農
家
の
人
が
数
多
く
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
年
前
か
ら
ふ
る
さ
と
で
農
業
後
継
者
と
し

て
の
道
を
歩
み
始
め
た
本
田
琢
人
さ
ん
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

職
業
と
し
て
の
農
業
の
魅
力
を
考
え
て
み
ま
す
。

実
家
の
農
業
を

途
絶
え
さ
せ
た
く
な
い

　
本
田
琢
人
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
後
、
音
楽
の
専
門
学

校
で
音
楽
を
学
び
、
福
岡
市
な
ど
で
ド
ラ
マ
ー
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
し
た
。
農
業
を
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
、

両
親
か
ら
農
業
を
学
べ
な
い
ま
ま
実
家
の
農
業
を
途
絶
え

ドラマーの情熱はスティックに託す△
日本の食を支える意気込みの本田琢人さん▷

地
産
地
消
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

★�

み
ん
な
で
地
元
の
農
業
を
応
援
し
よ
う
！

　

�

私
た
ち
に
も
で
き
る
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介

①
国
産
に
愛
着
を
持
と
う

　
日
本
の
農
業
は
、
農
薬
の
種
類
や
使
用
す
る
量

な
ど
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
の

安
全
を
第
一
に
考
え
た
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
い

つ
も
新
鮮
で
お
い
し
い
食
材
を
食
卓
に
届
け
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
。
価
格
が
安
い
か
ら
と
い
っ
て

輸
入
品
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
国
産
に
愛
着
を
持

ち
、
安
全
性
な
ど
を
重
視
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
旬
の
も
の
を
食
卓
に

　

野
菜
に
は
『
旬
』
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

お
い
し
い
時
期
に
国
産
の
お
い
し
い
味
を
楽
し
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
旬
で
は
な
い
時
期
は
国
内
の

生
産
量
も
少
な
い
た
め
、
外
国
か
ら
の
輸
入
に
頼

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
お
い
し
く
栄
養
価
も
高
い

食
材
を
旬
の
時
期
に
食
べ
る
こ
と
は
、
輸
入
量
を

減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

③�

地
産
地
消
ー
地
元
の
も
の
を
食
べ
よ
う

　
（
郷
土
の
食
材
を
味
わ
う
）

　
芦
屋
に
は
安
全
安
心
な
お
い
し
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
産
地
消
で
は
、
地
域
で
獲
れ
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さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
こ
で
、
芦
屋
に
戻
る
こ
と
を
決
め
、
30
年
以

上
農
家
を
営
ん
で
き
た
父
の
本
田 

新あ
ら
たさ

ん
の
後
継
者
と
し

て
粟
屋
地
区
で
大
根
や
き
ゅ
う
り
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の

作
付
け
を
し
な
が
ら
修
業
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
北
九

州
で
ド
ラ
ム
の
講
師
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
の
活
動

は
続
け
て
お
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
農
家
の
二
刀
流
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

農
業
っ
て
大
変
、
で
も
種
か
ら

芽
が
生
え
る
時
は
か
わ
い
い

　
「
農
業
を
始
め
て
か
ら
休
み
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
一

番
大
変
で
し
た
。
朝
５
時
30
分
ご
ろ
に
起
き
て
直
売
所
に

出
荷
し
て
、
そ
こ
か
ら
畑
に
戻
り
作
業
を
し
て
、
夕
方
に

野
菜
の
袋
詰
め
を
し
て
、
毎
日
大
変
で
す
。
し
か
し
、
種

か
ら
芽
が
生
え
る
瞬
間
は
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
し
、
手

間
を
か
け
て
育
て
た
野
菜
が
、
自
分
や
消
費
者
の
口
に
運

ぶ
ま
で
育
て
た
と
い
う
達
成
感
は
と
て
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
大
人
に
な
っ
て
こ
ん
な
に
土
を
い
じ
る
こ
と
が
な
い

の
で
童
心
に
帰
っ
た
よ
う
で
楽
し
い
で
す
」。

農
業
と
音
楽
で
地
元
を

盛
り
上
げ
た
い

　
「
農
業
と
音
楽
は
か
け
離
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
が
、

農
業
を
始
め
て
か
ら
、
音
楽
で
知
り
合
っ
た
人
が
自
分
の

作
っ
た
野
菜
を
遠
方
か
ら
買
い
に
来
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
例
え
ば
で
す
が
、
農
業
祭
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
、
自
分
が
ド
ラ
ム
を
教
え
た
生
徒
た
ち
が
バ
ン
ド

演
奏
を
披
露
し
て
、
芦
屋
で
作
ら
れ
た
野
菜
を
使
っ
た
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
を
出
す
と
い
っ
た
こ
と
を
し
て
、
若
い
世
代

か
ら
高
齢
者
ま
で
を
音
楽
と
農
業
で
つ
な
げ
て
、
地
元
を

活
性
化
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

地
元
の
野
菜
を

食
べ
て
欲
し
い
！

　
「
皆
さ
ん
に
は
『
鮮
度
』
に
興
味
を
持
っ
て
野
菜
を
食

べ
て
欲
し
い
で
す
。
ス
ー
パ
ー
で
は
安
い
野
菜
が
た
く
さ

ん
売
っ
て
い
ま
す
が
、
芦
屋
で
獲
れ
た
新
鮮
な
野
菜
は
味

が
全
然
違
い
ま
す
。
実
際
に
買
っ
て
味
を
比
べ
て
欲
し
い

で
す
。
ま
た
、
芦
屋
の
人
が
作
っ
て
い
る
と
分
か
る
と
安

心
で
す
よ
ね
。
少
し
で
も
い
い
の
で
芦
屋
の
野
菜
の
良
さ

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
」。

た
農
林
水
産
物
が
地
域
内
で
そ
の
ま
ま
出
回
る
た

め
、
新
鮮
で
栄
養
価
の
高
い
食
品
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
地
元
の
農
産
物
を
食
べ
て
地
元
農

家
を
応
援
す
る
こ
と
は
、
地
域
経
済
を
応
援
す
る

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

の
農
家
が
、
ど
ん
な
農
産
物
を
作
っ
て
い
る
か
知

る
た
め
に
も
地
元
の
も
の
を
食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

△きゅうり畑での父 新さん（左）と琢人さん（右）
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　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

芦屋町で誕生。あきらめない心が生んだ偉業の物語芦屋町で誕生。あきらめない心が生んだ偉業の物語
� 10月１日　大正くるま浪漫～矢野倖一の挑戦～
　明治時代、西浜町の造り酒屋に生を受け、偉業を成し遂げた矢野倖一氏の物語が、あ
しや夢リアホールで無料公演されました。現存する日本最古の乗用車、アロー号を完成
させた矢野青年の奮闘する物語は、令和３年度に開催された町制施行130周年記念事業、
芦屋町歴史民俗資料館特別展「矢野倖一探求心と技術者の魂」を見て、矢野青年の挑戦
し続ける心に感銘を受けた劇団ショーマンシップが制作したものです。走行しながら舞台
に登場したアロー号は、矢野倖一氏が興した㈱矢野特殊自動車の現在の技術者が製作し
ました。観劇した波多野町長は「町の誇れる偉人の物語を芦屋町で見られたことは、とて
も感慨深いです。芦屋の子どもたちにもぜひ見てもらって、挑戦することの大切さを知っ
てもらいたいです」と話していました。

芦屋の空の祭典！航空祭芦屋の空の祭典！航空祭
� 10月15日　航空自衛隊芦屋基地航空祭
　航空自衛隊芦屋基地で航空祭が行われ、約３万５千人の観客が訪れま
した。航空機やヘリコプターの地上展示、Ｔ－４コックピット展示、西部
航空音楽隊による演奏など、たくさんのイベントが行われました。ブルー
インパルスの展示飛行では、６機の青く輝く機体が数々の技を披露する
たびに、会場からは大きな拍手が起き、大いに盛り上がっていました。
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テレビとラジオで町の魅力をたっぷりとテレビとラジオで町の魅力をたっぷりと
� 10月 16 日～ 22 日　ＫＢＣ九州朝日放送
　ＫＢＣ九州朝日放送のテレビとラジオから、芦屋町
の魅力をギューッとまとめた「ふるさとＷｉｓｈ」が
放送されました。お笑いタレントの波田陽区さんをは
じめ、多くのリポーターが芦屋町をアイタカー（中継
車）でまわり、旬な情報を電波に乗せてとどけてい
ました。皆さん新しい情報をゲットできましたか（放
送された番組と出演者の一部を掲載しています）。CM撮影／芦屋町はねそ保存会

Wish＋／てのや（船頭町）
芦屋鋳物師（山鹿）樋口陽介さんWish＋／パンダヤ（正門町） Wish＋／あしや夢リアホール（芦屋）

Wish＋／あしや砂像展会場

Wish＋／
コネクトカフェ（正門町）

シリタカ！／中西商店（西浜町）

シリタカ！／マリンテラスあしや（山鹿）

ＰＡＯ～Ｎ／あしやんぷりん（正門町） Wish＋／モーヴィ芦屋（芦屋）

シリタカ！／パルナチュレ（山鹿） ＰＡＯ～Ｎ／ｙａｍａｇａｙａ（船頭町）
ＰＡＯ～Ｎ／
ペネロープ（芦屋海浜公園）
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� 10 月 28日　３小学校運動会・体育大会
楽しい！嬉しい！運動会！楽しい！嬉しい！運動会！

� 10 月 10日　芦屋町小中学校合同音楽祭
初の夢リアホールで大合唱！初の夢リアホールで大合唱！

　あしや夢リアホールで４年ぶりの小中学校合同音楽祭が
行われました。町内の各小学校 5・６年生と芦屋中学校全
員が参加し、各校それぞれが、初の大きなステージで緊張
しながらも校歌やポップス曲を合唱。芦屋中学校吹奏楽部
も流行曲「アイドル」などを奏で、町のイメージキャラク
ターアッシーも曲に合わせて踊るなど会場は大盛況でし
た。音楽を楽しむ先輩を見た小学生は、中学校が楽しみに
なったかな。

　秋晴れの中、３小学校で運動会・体育大会が
行われ、児童たちが元気いっぱいな姿を見せて
いました。芦屋小学校では、紅白リレーや全校
生徒での大玉転がしなど 11種目が行われまし
た。伝統のソーラン節では、真剣な表情から迫
力のある踊りを披露していました。

　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

お芋をたくさん掘るぞ～お芋をたくさん掘るぞ～
� 10 月 26日　長寿園芋掘り
　山鹿の長寿園で芋掘りが行われました。芦屋町老人クラブ連合会
の皆さんが、町内の幼稚園や保育所の園児たちのために、６月から
苗植えや草刈り、手入れなどを行い、当日も朝早くから準備を行っ
ていました。園児たちは老人クラブ連合会の皆さんに手伝ってもら
いながら、大きなサツマイモを一生懸命掘り「採れた！」と周りの
みんなに笑顔で見せていました。

広報あしや　2023.12 ⑧



縁起物、私にもちょうだい！縁起物、私にもちょうだい！
� 10 月 10日　筑前御殿神楽
　山鹿の狩尾神社（須賀神社殿）で４年ぶりに筑前御殿神楽が奉納
されました。室町時代から筑前の国の神職により伝承されている神
楽で、弓矢や刀を持って舞う里神楽と面をかぶって舞う面神楽があ
ります。暗がりに舞う神楽の景色は独特で、非日常を感じさせてく
れます。最後には、お供え物がまかれ、縁起物を手にしようと子ど
もも大人も競って手を伸ばしていました。

海の生き物を守り、きれいな浜辺を海の生き物を守り、きれいな浜辺を
� 10 月 22 日　芦屋海岸クリーンキャンペーン

� 10 月 14日　チャレンジキャンプ
自然の中で思いっきりチャレンジしよう自然の中で思いっきりチャレンジしよう

　町内在住の小学校 1～ 3 年生の児童とその保護者 21人が、親子の
絆を深め、子どもの成長を考えるきっかけづくりとして、焼き板づく
りと野外クッキングにチャレンジしました。参加者は、自然を感じ、
解放感を存分に味わいながら、大人も子どもも笑顔で楽しい時間を過
ごしていました。参加した親子は「火が熱かったけど、好きに絵を書
けて楽しかった」、「自分でできることがたくさんあったので家庭でも
チャレンジさせたい」と話していました。

ワンポイントのおしゃれにぴったりワンポイントのおしゃれにぴったり
� 9 月 30日　ギャラリーあしやつまみ細工講座
　小さなちりめん生地を折ったりつまんだりして、花の形などの小物
を作るつまみ細工講座。この日は 10人が参加しました。竹串やピン
セットを使って器用に生地を折り曲げ、カラフルな花のブローチなど
ができあがりました。洋服のアクセントになる仕上がりに皆さん笑顔
がこぼれていました。

　芦屋海岸クリーンキャンペーンが行
われ、洞山や夏井ヶ浜などの海岸を清
掃しました。遠賀川上流・下流の地域
の学生や企業など、56 団体、３２８
人が参加して集めたごみは約８００
㎏。ごみを拾った後はきれいで美しい
海岸が広がっていました。
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犯
罪
被
害
者
週
間
と
相
談
窓
口

11
月
25
日
土
～
12
月
１
日
金

　
毎
年
11
月
25
日
～
12
月
１
日
は
、
犯
罪
の

被
害
に
遭
っ
た
人
へ
の
理
解
や
被
害
者
支
援

の
必
要
性
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

【
犯
罪
被
害
者
相
談
窓
口
】

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を
行

う
相
談
窓
口
で
す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

少
し
だ
け
で
も
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

福
岡
県
警
察
本
部
内 

心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン

　
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
３
２
‐
７
８
３
０
）

※�

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
は
、

女
性
の
臨
床
心
理
士
が
対
応
し
ま
す
。

◦�

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
全
国
共
通
番
号

　
（
☎
♯
８ハ

ー

ト
１
０
３さ

ん

）

※�

24
時
間
対
応
で
、
女
性
の
臨
床
心
理
士
と

女
性
警
官
が
対
応
し
ま
す
。
た
だ
し
、
平

日
夜
間
、
土
日
・
祝
日
は
男
性
警
官
が
対

応
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
折
尾
警
察
署
総
務
第
一
課

被
害
者
支
援
・
相
談
係
（
☎
６
９
１
‐
０

１
１
０
）

令
和
５
年
度
動
物
セ
ミ
ナ
ー

●
Ｐ
Ｅ
Ｔ　
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

　
～
ペ
ッ
ト
防
災
の
現
在
～

　
動
物
と
暮
ら
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
災
害

に
備
え
る
重
要
性
と
ノ
ウ
ハ
ウ
と
過
去
の
災
害

か
ら
学
び
備
え
て
お
く
べ
き
こ
と
を
学
び
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
13
日
水
・
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
２
階
（
宗
像
市
東
郷
）

▽�
定
員　
会
場
＝
30
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
＝
50

人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
込
方
法　

11
月
22
日

水
～
12
月
６
日
水
に
、

ふ
く
お
か
電
子
申
請
サ

ー
ビ
ス
で
申
し
込
み

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課
生
活
衛
生

係
（
☎
〈
０
９
４
０
〉
４
７
‐
０
３
４
４
）

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

　
あ
な
た
の
持
つ
資
格
を
生
か
し
て
、
介
護

分
野
に
再
就
職
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
【
北
九
州
地
区
】
12
月
13
日
水
・

午
前
11
時
～
午
後
４
時

※
正
午
～
午
後
１
時
は
昼
食
休
憩

▽�

と
こ
ろ　
【
北
九
州
地
区
】
ウ
ェ
ル
と
ば

た
（
戸
畑
区
汐
井
町
）

▽
内
容　
介
護
技
術
の
復
習
（
講
義
・
実
技
）

▽�

対
象　
介
護
福
祉
士
か
介
護
関
係
研
修
課

程
修
了
者
で
、
現
在
、
介
護
分
野
に
就
業

し
て
い
な
い
人

▽
定
員　
20
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
５

８
４
‐
３
３
１
０
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の

起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
起
業
し
た
い
け
ど
、
何
を
し
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
、
失
敗
し
た
ら
不
安
、
ど
の

よ
う
な
事
業
や
法
人
の
形
態
を
選
べ
ば
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で
あ
と
一
歩

を
踏
み
出
せ
な
い
人
へ
の
一
助
と
な
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽�

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
起
業
に

興
味
が
あ
る
人

▽�

と
き　
令
和
６
年
１
月
17
日
水
・
午
後
１

時
30
分
～
５
時

▽�

と
こ
ろ　
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
か
た
近
代
ビ

ル
１
０
３
会
議
室
（
福
岡
市
博
多
区
）

▽�
内
容

①
起
業
し
た
い
人
の
た
め
の「
起
業
ネ
タ
探
し
」

②�

創
業
計
画
・
資
金
計
画
・
収
支
計
画
に
つ
い
て

③
労
働
者
協
同
組
合
に
つ
い
て

▽
定
員　
40
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン

ジ
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
４
３
２
‐

２
５
１
２
）

福
岡
県
立
高
等
技
術
専
門
校

令
和
６
年
度
一
般
入
校
生
募
集

▽�

募
集
期
間　
12
月
６
日
水
～
令
和
６
年
１

月
17
日
水

▽�

選
考
日　
令
和
６
年
１
月
25
日
木

▽�

訓
練
開
始
日　

令
和
６
年
４
月
10
日
水

（
訓
練
期
間
は
６
カ
月
～
２
年
間
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校（
☎

８
８
２
‐
４
３
０
６
）

マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北
九
州

職
業
訓
練
講
座
案
内

▽�

募
集
講
座
・
定
員　
①
危
険
物
取
扱
者
・

乙
４
（
１
月
）
＝
30
人 

②
基
礎
か
ら
は
じ

め
る
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
＝
20
人

▽�

対
象　
①
受
験
希
望
者 

②
マ
ウ
ス
・
キ
ー

ボ
ー
ド
操
作
が
で
き
る
人

▽�

訓
練
期
間　
①
令
和
６
年
１
月
19
日
金
～

２
月
16
日
金
（
毎
週
金
曜
日
）
と
２
月
18

日
日
（
全
６
回
） 

②
１
月
12
日
金
～
３
月

８
日
金
（
お
お
む
ね
毎
週
火
・
金
曜
日
・

全
16
回
）

▽�

と
こ
ろ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北
九
州

（
八
幡
東
区
大
蔵
）

▽�

受
講
料
（
教
材
費
・
消
費
税
込
み
）

①�

１
万
９
８
０
０
円 

②
３
万
８
０
０
０
円

（
１
ソ
フ
ト
だ
け
は
１
万
９
０
０
０
円
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北

九
州
（
☎
６
５
１
‐
３
７
７
５
）

みんなの

ひろば

ふくおか電子
申請サービス
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●
浜
木
綿
俳
句
会

水
澄
み
て
一
山
の
影
空
に
浮
く

�

野
口
加
津
美

こ
ぼ
れ
萩
少
し
壊
れ
し
四
つ
目
垣

�

小
川　
雪
野

稲
刈
を
待
つ
の
び
や
か
な
古
代
米

�

吉
住　
利
枝

人
眠
る
灯
の
遠
ま
き
に
月
の
湾

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

早
暁
の
白
き
満
月
松
の
上

�

田
尾
三
千
枝

こ
ん
な
に
も
豊
か
な
時
間
ふ
ゆ
は
じ
め

�

縄
田　
惠
子

迂
回
路
は
ナ
ビ
に
無
き
径
木
の
実
降
る

�

仲
山
ク
ニ
子

尾
花
挿
す
軒
端
に
ま
ろ
き
十
五
日

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

湯
上
り
に
湿
布
を
腰
に
ト
ン
ト
ン
と

は
り
て
今
日
の
日
無
事
に
す
ぎ
た
り

�

後
藤　
征
子

風
前
の
灯
火
と
な
る
わ
が
ク
ラ
ブ

今
日
は
集
い
て
食
事
会
な
り

�

麻
生　
清
子

焼
き
芋
が
温
か
い
よ
ー
と
呼
び
か
け
る

ス
ー
パ
ー
の
な
か
秋
分
す
ぎ
て

�

宮
﨑
佐
代
子

「
売
家
」
の
草
ぼ
う
ぼ
う
を
か
き
分
け
て

若
い
夫
婦
は
下
見
し
て
お
り

�

村
上　
一
惠

ヨルノヒカリ
� 畑野　智美　著  

　手芸用品店を営む木綿
子は、恋人がいたことが
ない。住み込みで働くこと
になった光は、家族とい
う存在がよく分からない。
そんな男女２人がひとつ
屋根の下で暮らし始めた。
不器用な大人たちの “ま
まならなさ” を救う、ちい
さな勇気と希望の物語。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�４日月、11日月、18日月、25日月、
28日木～ 31日日

　　　　　【年始】１月１日月～３日水

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 12月

と　き 　　出　演・催　し　　
６日水 赤ちゃんおはなし会たっち
９日土 お話しポケット
10 日日 にじの会
16 日土 おはなしトントン
24 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

　図書館は年末年始は休館です。そのため、通常 10
冊までの貸出冊数を無制限とします。この機会に、
長編小説や全集、絵本などをたくさん借りて読書を
楽しんでみませんか。

▽ �期 間　12 月 12 日火～ 27
日水、１月４日木～ 14日日
※ �1 月 16 日火～ 26日金は蔵
書点検のため休館します。

貸出冊数無制限

【一般書】
雨
う ろ
露 梶　よう子� 著
半
はんぐれどき

暮刻 月村　了衛� 著
星を編む 凪良　ゆう� 著
スピノザの診察室 夏川　草介� 著

【児童書】
ルール！ 工藤　純子� 作
人魚姫の町 柏葉　幸子� 作
はざまの万華鏡写真館 廣嶋　玲子� 作
月さんとザザさん 角野　栄子� 作
ピアノ いせ　ひでこ� 作

　遠賀郡の４町（芦屋町、岡垣町、遠賀町、水巻町）
で運営するインターネット上の図書館です。スマー
トフォン、タブレット端末、パソコンなどで電子図
書を借りて、いつでも読書できます。

▽ �とき　12月 21日木・午前 11時から

▽ �申し込み　①芦屋町に住んでいて、図書館の利用
者カードを持っている人は不要です。 ②在勤・在
学の人は、図書館受け付けでの申し込みが必要です。
※詳しくは、図書館に問い合わせてください。

「遠賀郡広域電子図書館」がはじまります

広報あしや　2023.12⑪



▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町いつから始める？

フレイル予防

　■フレイル予防とフレイルから健康へ
　回復させるポイントを５つ紹介！

　　

　

■フレイルとは健康と要介護のあいだ

　�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�　フレイルとは、健康と要介護の中
間の状態で、加齢に伴い心身の機能
が低下した虚弱を意味します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�　高齢期になって外出の機会が減っ
たり、力が弱くなったりしてフレイ
ルのまま放置すると要介護になりま
すが、適切な対策をすれば健康な状
態に回復できる時期でもあります。

健康 フレイル 要介護

心
身
の
機
能

加 齢

栄
養
（
食
事
）

１ ◦ �1日3食、主食・
主菜・副菜を
揃える

◦�たんぱく質を
しっかりとる�

◦�水分補給をこ
まめにする

◦�カルシウム・
ビタミンDを
意識してとる

　　

　
口
く
う

◦�口の周りの筋
肉を鍛える

◦�毎食後の口くうケアを
忘れずに行う

◦�かかりつけ歯科医
をもち、半年に1
回は歯科受診

２
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運 　
動

３ ◦�足の筋力トレーニング

◦�指輪っかテスト�：筋肉の衰え（サルコペニア）のリスクを次の方法で評価します。
�　�・�両手の親指と人差し指で
輪っかを作り、利き足で
ない方のふくらはぎの一
番太い部分を囲む

　　

　

つ
な
が
り

◦�１日１回は外出する ◦�家庭内での役割をもつ
（ごみ捨て、庭掃除、洗
濯など）

◦�地域交流サロンなどに参
加する（高齢者支援係に
問い合わせてください）

４

・�隙間ができるとサルコペニアの
可能性が高い
低い➡サルコペニア可能性➡高い

健 　
康

５ ◦�健診を受ける
　�　75 歳以上の人を対象に、後期高齢者健診の受
診券（ピンク色）を５月に送付しています。町内
の医療機関のどこででも５００円で受診できま
す。受診券を紛失した人は後期高齢者医療広域連
合（☎〈０９２〉６５１‐３１１１）に問い合わ
せてください。

◦�がん検診も一緒に受ける
　�　がん検診に年齢制限はありません。
　�　芦屋中央病院で行っています。希望日の 1週間
前までに予約してください。
　�【内容】・胃がん（胃カメラがおすすめ）・大腸がん
　・肺がん（Ｘ線は 65歳以上無料）・前立腺がん
　・乳がん・子宮頸がん

◦�かかりつけ医をもつ
　�　健康や持病のことを気軽に相談できるかかりつけ医をもちましょう。
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私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽ �問い合わせ　芦屋町社会福祉協議会
　☎２２２‒ ２８６６

　「子ども食堂」とは、地域の子どもたちに温かい食事や交流の場を提供し、
子どもたちの育ちを支える民間発の自主的かつ自発的な取り組みです。福
岡県内では 280 か所以上（令和４年 11 月時点）が開設されており、現在
も増え続けています。子ども食堂は、地域によりさまざまな名称で展開さ
れています。
　芦屋町では、「もあはぴ食堂（船頭町）」と「にじいろ食堂（山鹿）」の２
か所が開設されており、地域の皆さんに愛されています。

～子ども食堂を知っていますか～

 ■ 芦屋町内の子ども食堂
　どちらの食堂も子どもとその保護者の利用は原則として無料です。

 ♧もあはぴ食堂（船頭町）
　　◎対　　象：子どもとその保護者など
　　◎日　　時：毎週金曜日　午後４～６時
　　◎場　　所：船頭町 1 番 37 号
　　◎過ごし方：食事や茶話、宿題など

　　　　　　　　　♧にじいろ食堂（山鹿）
　　　　　　　　　　◎対　　象：子どもとその保護者など
　　　　　　　　　　◎日　　時：毎月第 4 水曜日　午後４～７時
　　　　　　　　　　◎場　　所：大字山鹿 129-1（大君区公民館）
　　　　　　　　　　◎過ごし方：食事や茶話、宿題など

◎利用者の様子

　利用する子どもは、利用する子ども同士や
地域の大人と顔を合わせて食事をしています。
日々の生活のことや学校のことなどを話し、
交流が生まれています。
　居場所となる空間があることで安心感に繋
がっているようです。

◎スタッフの様子

　子ども食堂の運営には、ボランティアスタ
ッフの募集や開催場所の確保、食材の維持・
管理、食堂の周知方法など解決すべき課題が
さまざまありますが、運営スタッフの皆さん
は子どもたちの笑顔のために、日々奮闘して
います。

⑭広報あしや　2023.12
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ほ
め
上
手
に
な
ろ
う

　

子
ど
も
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
く
う
え
で

「
ほ
め
る
」
こ
と
は
大

切
で
す
。
し
か
し
、「
子

ど
も
は
ほ
め
て
伸
ば

せ
」
と
い
う
声
が
あ
る

一
方
で
「
ほ
め
す
ぎ
も

よ
く
な
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
耳
に
す
る
と
、
自
分
の

ほ
め
方
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
迷
う

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
効
果
的
な
ほ
め
方
の

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ほ
め
上
手
に
な
っ
て
家
族
の
絆
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

1
プ
ロ
セ
ス
を
ほ
め
る

　
例
え
ば
、
試
合
結
果
だ
け
で
子
ど
も
を

評
価
す
る
の
で
は
な
く
、「
あ
き
ら
め
な

い
で
最
後
ま
で
走
り
切
っ
た
ね
」
と
い
う

風
に
、
努
力
や
結
果
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
ほ
め
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て

子
ど
も
は
、
た
と
え
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
、

あ
き
ら
め
ず
に
挑

戦
し
、
努
力
を
継

続
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

2
具
体
的
な
言
葉
で
ほ
め
る

　
例
え
ば
、
運
動
会
で
の
子
ど
も
の
様
子

を
見
て
、「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」
と
だ
け

言
う
の
で
は
な
く
、「
ダ
ン
ス
の
と
き
の

表
情
が
と
て
も
す
て
き
だ
っ
た
よ
」
と
、

見
た
ま
ま
の
様
子
や
事
実
を
具
体
的
な
言

葉
で
伝
え
ま
す
。
す
る
と
、
子
ど
も
は
自

分
の
長
所
が
理
解
で
き
る
う
え
に
、
大
人

が
向
き
合
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ

ら
れ
て
心
に
響
き
ま
す
。

3
質
問
を
す
る

　

質
問
を
す
る
と
き
は
、「
楽
し
か
っ

た
？
」の
よ
う
な
、単
に「
は
い
」「
い
い
え
」

で
終
わ
る
質
問
で
は
な
く
、「
今
日
友
だ

ち
と
遊
ん
で
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
な

ん
だ
っ
た
？
」
と
い
う
よ
う
に
的
を
絞
っ

た
質
問
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
質
問
を
す

る
大
人
に
と
っ
て
も
質
問
を
さ
れ
た
子
ど

も
に
と
っ
て
も
、
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
質
問
を
さ
れ
る
と
、
相

手
が
自
分
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
や
す
い
た
め
、
喜
び
や
信
頼
の
気

持
ち
も
生
ま
れ
、
会
話
も
広
が
り
ま
す
。

▽ �問い合わせ　社会教育係 
（☎２２３‒ ３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.189

　
8
月
2
日
に
、
り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ

キ
ッ
ズ
第
2
回
研
修
会
で
、「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
工
場
見
学
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
2
つ
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

《
テ
ー
マ
》

❶
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

　

�

が
生
態
系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
い
る
か
を
学
ぶ

❷
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
の
大
切

　
さ
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
を
学
ぶ

　

北
九
州
市
エ
コ

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

（
若
松
区
）
で
は
、

資
源
に
は
限
り
が

あ
る
こ
と
や
3
Ｒ

(
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ

ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル)
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
や
が
て
海
に
流

れ
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
な
り
、
海

の
い
き
も
の
が
え
さ
と
間
違
っ
て
食
べ
て

し
ま
う
こ
と
を
知
り
、
ポ
イ
捨
て
が
与
え

る
環
境
へ
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
工
場
で
は
、

回
収
さ
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
、
フ
レ
ー
ク

状
に
細
か
く
砕

か
れ
、
さ
ら
に

汚
れ
や
付
着
物

が
取
り
除
か
れ

て
ペ
レ
ッ
ト
に
な
り
出
荷
さ
れ
る
製
造
ラ

イ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
終

的
に
食
品
ト
レ
ー
や
ラ
ン
ド
セ
ル
、
ス
ー

ツ
な
ど
に
変
身
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

●
キ
ッ
ズ
た
ち
は
積
極
的
に
発
言
や
質
問

を
し
た
り
、
実
際
に
フ
レ
ー
ク
や
ペ
レ
ッ

ト
を
触
っ
た
り
す
る
な
ど
、
興
味
を
持
っ

て
活
動
に
取
り
組
み
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
と
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
好
奇
心
や
自
発
性
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す

場
と
な
る
よ
う
に
、
見
学
や
体
験
も
盛
り

込
ん
だ
活
動
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
大
変
身
！

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
工
場
見
学

▽�

問
い
合
わ
せ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

り

ー

ど

通

信

№
51

⑮



地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
と
は

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
を
削
減
す
る
た
め
、
芦
屋
町
自

ら
が
事
業
者
・
消
費
者
と
し
て
の
地
球

温
暖
化
に
配
慮
し
た
行
動
に
取
り
組
む

計
画
で
す
。
平
成
13
年
度
に
「
第
1
期

計
画
」
を
策
定
し
、
現
在
は
令
和
３
年

度
か
ら
12
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
期
間

と
す
る
「
第
5
期
計
画
（
令
和
４
年
７

月
改
訂
）」
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

第
５
期
計
画
で
は
、
町
内
公
共
施
設

が
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化

炭
素
）
を
平
成
25
年
度
実
績
と
比
較
し

て
46
％
削
減
す
る
こ
と
な
ど
の
目
標
値

を
掲
げ
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
内
容
や
評
価
方
法
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の

推
進
状
況

　

令
和
４
年
度
の
電
気
・
液
化
石
油
ガ

ス
・
燃
料
の
使
用
量
に
係
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
、
２
０
０
万
５
３
８
５
・

０
㎏
と
な
り
、
基
準
で
あ
る
平
成
25
年

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

【削減目標となる基準年度（平成 25年度）と令和４年度実績】
 取り組み項目 削減目標 平成25年度実績

基準年度（Ａ） ４年度実績（Ｂ）25年度との増減（Ｂ／Ａ－ 1）％
電気使用量（Kwh） 3,807,870.0 4,621,253.7 21.36
液化石油ガス使用量（㎥） 1,735.8 9,963.6 474.01
燃料使用量（ℓ） 93,110.4 227,895.8 144.76
温室効果ガス（二酸化炭
素）総排出量（㎏） △ 46％ 2,582,251.5 2,005,385.0 △ 22.34

コピー用紙使用量（枚） △ 3％ 3,420,250.0 3,674,300.0 7.43
上水使用量（㎥） △ 5％ 30,586.0 72,356.0 136.57

芦
屋
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
第
５
期
）
の

推
進
状
況
を
公
表
し
ま
す�

▽�
問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）

２ 4

広
告

広
告夢

を
カ
タ
チ
に
す
る
家
づ
く
り

注文住宅
リフォーム
のクレスト・ホーム

✆
北九州市小倉北区高浜

住宅防音工事も

お任せください

株式会社クレスト・ホーム
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度
実
績
と
比
較
し
て
22
・
34
％
の
減
少

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
増
減
と
し
て
、
平
成
25
年
度
当

時
よ
り
対
象
施
設
が
増
え
た
（
指
定
管

理
施
設
な
ど
も
対
象
に
加
え
た
）
こ
と

に
よ
り
、
電
気
、
液
化
石
油
ガ
ス
、
燃

料
使
用
量
が
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
、
火
力
発
電
に
お
け
る
化
石
燃
料
消

費
量
の
減
少
に
伴
い
温
室
効
果
ガ
ス
の

算
出
に
用
い
る
対
象
項
目
ご
と
に
公
表

さ
れ
た
排
出
係
数
の
う
ち
、
電
気
使
用

量
に
関
す
る
排
出
係
数
が
０・６
１
２
か

ら
０・
２
９
６
へ
と
変
更
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
令
和
4
年
度
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み
項
目

の
コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
量
は
７・
４
３
％

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
様
々
な

計
画
の
策
定
業
務
に
よ
り
資
料
や
配
布

物
の
作
成
の
機
会
が
増
え
た
こ
と
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
、
会
議
の
書
面
開
催
が
増
え
た

こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
電
気
や
燃
料
の
使
用
量
が

増
え
な
い
よ
う
に
、
職
員
の
環
境
意
識
の

一
層
の
向
上
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
備
・

機
器
の
導
入
な
ど
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
無
駄
削
減
な
ど
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
て
、継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

一
人
一
人
が
取
り
組
め
る

地
球
温
暖
化
防
止
方
法

　

皆
さ
ん
も
無
理
の
な
い
節
電
な
ど
の

省
エ
ネ
や
燃
料
消
費
量
・
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
減
ら
す
環
境
に
や
さ
し
い「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
」
を
心
が
け
た
り
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
住
宅
に
設
置
（
補
助
金
制

度
あ
り
）
し
た
り
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

エコドライブのすすめ

　エコドライブとは、燃料消費量や二酸化炭素排出量を減らし、
地球温暖化防止につなげる運転技術や心がけです。燃料消費量
が少ない運転は、財布にもやさしく、同乗者も安心できる運転
です。
1�ふんわりアクセルで「ｅスタート」
　�やさしい発進を心がけるだけで、燃費がよくなり、安全運転
にもつながります。
2�ゆとりある車間距離で、加速・減速の少ない運転を
　�車間距離が短いと、無駄な加速・減速が多くなり、燃費が悪
くなります。交通状況に応じて速度変化の少ない運転を心が
けましょう。
3�減速時は早めにアクセルを離そう
　�エンジンブレーキが作動し、燃費がよくなります。また、減
速するときや坂道を下るときにもエンジンブレーキを活用し
ましょう。
4エアコンの使用は適切に
　暖房のみ必要なときは、エアコンスイッチをオフにしましょう。
5無駄なアイドリングはやめよう
　�待ち合わせや荷物の積み下ろしなど駐停車の場合は、エンジ
ンを切りましょう。
6�タイヤの空気圧チェックを心がけよう
　�タイヤの空気圧が適正値より不足すると燃費が悪くなります。
7�不要な荷物はおろそう
　�車の燃費は荷物の重さに大きく影響されます。
8迷惑駐車はやめよう
　�渋滞の原因となり他の車の燃費の悪化をもたらし、交通事故
の原因にもなります。

　町内の自ら居住する住宅にシステムを設
置した個人、またはあらかじめ未使用の太
陽光発電システムが設置された住宅を自ら
居住する目的で購入した個人に、発電量１
キロワットあたり２万円（上限８万円）を
交付します。

▷�問い合わせ　環境・公園係（☎２２３‐３５３８）
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年末年始の救急医療はこちらへ
●
内
科
と
小
児
科

▽�

と
き　

12
月
31
日
日
～
令
和
６

年
１
月
３
日
水
・
午
前
９
時
～
11

時
30
分
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※�

た
だ
し
、
令
和
６
年
１
月
１
日
月

は
正
午
～
午
後
４
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

遠
賀
中
間
休
日
急
病

セ
ン
タ
ー
（
遠
賀
町
大
字
尾
崎
・

お
ん
が
病
院
内
☎
２
８
２
‐
９
９

１
９
）

※�
乳
幼
児
の
診
療
は
、
専
門
外
の
医

師
が
担
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
歯
科

▽�

と
き　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�

当
番
医
院　

12
月
29
日
金
＝
森

山
歯
科
医
院
（
岡
垣
町
中
央
台
☎

２
８
２‐０
１
６
６
）、
30
日
土
＝

茂
山
歯
科
医
院
（
中
間
市
土
手
ノ

内
☎
２
４
５
‐
４
０
６
１
）、
31

日
日
＝
ま
ち
だ
歯
科
医
院
（
中
間

市
池
田
☎
２
４
５
‐
４
９
７
０
）、

１
月
１
日
月
＝
に
の
み
や
歯
科

医
院
（
岡
垣
町
吉
木
☎
２
８
２
‐

１
８
０
０
）、
２
日
火
＝
岸
本
歯

科
医
院
（
岡
垣
町
海
老
津
駅
前
☎

２
８
３‐０
６
４
８
）、
３
日
水
＝

た
る
た
に
歯
科
医
院
（
岡
垣
町
公

園
通
り
☎
２
８
３
‐
０
１
２
８
）

※�

受
診
前
に
当
番
医
院
に
電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
制
度

　

夜
間
の
急
な
病
気
な
ど
に
適
切

な
助
言
を
行
い
ま
す
。

▽�

相
談
時
間　

月
～
土
＝
午
後
６

時
～
午
後
10
時
、
日
・
祝
日
＝
午

後
５
時
～
午
後
10
時

▽�

電
話
番
号　
２
８
２
‐
９
９
１
９

　
（
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
）

●
救
急
車
？
病
院
？
迷
っ
た
ら
！  

　
＃
７
１
１
９

　

看
護
師
が
24
時
間
３
６
５
日
体

制
で
ア
ド
バ
イ
ス
や
最
寄
り
の
医

療
機
関
の
案
内
を
行
い
ま
す
。
福
岡

県
救
急
医
療
電
話
相
談
・
医
療
機
関

案
内
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
と
き　
24
時
間
年
中
無
休

▽�
電
話
番
号　

＃
７
１
１
９
ま
た

は
、〈
０
９
２
〉
４
７
１
‐
０
０

９
９
（
福
岡
県
救
急
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
）

※�

重
症
時
は
迷
わ
ず
に
１
１
９
番

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　
子
ど
も
が
急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
心

配
な
と
き
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

平
日
＝
午
後
７
時
～
翌

朝
７
時
、
土
＝
正
午
～
翌
朝
７

時
、
日
＝
午
前
７
時
～
翌
朝
７
時

▽�

電
話
番
号　

＃
８
０
０
０
ま
た

は
、〈
０
９
２
〉
７
３
１
‐
４
１

１
９
（
福
岡
県
小
児
救
急
医
療
電

話
相
談
）

●
Ｑ
助
（
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
）

　
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、

該
当
す
る
症
状
を
画
面
上
で
選
択

し
て
い
く
と
、
緊
急
度
に
応
じ
た
適

切
な
対
応
が
表
示

さ
れ
ま
す
。
事
前

に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
お

く
と
、安
心
で
す
。

�　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
更
に
詳
し
い

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）

持
っ
て
い
く
も
の

　

健
康
保
険
証
、
高
齢
受
給
者

証
、
医
療
証
（
ひ
と
り
親
家
庭

等
・
子
ど
も
・
重
度
障
害
者
）、

ま
た
は
診
療
依
頼
書
（
生
活
保

護
世
帯
）

町ホームページ Q助アプリ

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

広報あしや　2023.12芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ⑱



ま
ち
の
施
設
の
休
み

●�

役
場
、
町
民
会
館
、
各
体
育
施
設

▽�

期
間　
12
月
29
日
金
～
令
和
６
年
１

月
３
日
水

●�

中
央
・
山
鹿
・
芦
屋
東
の
各
公
民
館
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

▽�

期
間　
12
月
29
日
金
～
令
和
６
年
１

月
３
日
水

●�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
、

　

�

図
書
館
、
芦
屋
釜
の
里
、
芦
屋
歴
史

の
里

▽�

期
間　
12
月
28
日
木
～
令
和
６
年
１

月
３
日
水

年
末
年
始
の

ご
み
と
し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す

●�

ご
み
の
収
集　
12

月
31
日
日
～
令
和

６
年
１
月
３
日
水

は
休
み
ま
す
。

●�

リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入　

12
月
29
日
金
・
午
後
４
時
30
分
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

※�

12
月
30
日
土
～
令
和
６
年
１
月
３
日

水
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

●�

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー　
12
月
29

日
金
～
令
和
６
年
１
月
３
日
水
は
休

み
ま
す
。

●�

し
尿
の
収
集　
12
月
29
日
金
～
令
和

６
年
１
月
３
日
水
は
休
み
ま
す
。
臨

時
収
集
を
希
望
す
る
人
は
、
12
月
20

日
水
ま
で
に
、
収
集
業
者
へ
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

�

芦
屋
地
区
＝
（
有
）
環
整　
（
☎
２
２

３
‐
０
４
０
２
）
山
鹿
地
区
＝
（
有
）

太
洋
社　
（
☎
２
９
３
‐
３
３
３
１
）

▽�
問
い
合
わ
せ　

ご
み
収
集
＝
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）、

し
尿
収
集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
４
９
）

※�
年
始
の
ご
み
収
集
日
は
、
広
報
あ
し

や
１
月
号
（
12
月
21
日
木
か
ら
配
布
）

に
折
り
込
ま
れ
る
「
１
月
の
情
報
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
機
関
の
年
末
年
始
ダ
イ
ヤ

▽�

期
間　
12
月
29
日
金
～
令
和
６
年
１

月
３
日
水

●�

北
九
州
市
営
バ
ス
＝
日
曜
・
祝
日
ダ

イ
ヤ
で
運
行

●�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
＝
土
日
祝
日
ダ
イ

ヤ
で
運
行

●�

芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
運
休

▽�

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
営
バ
ス
＝

北
九
州
市
交
通
局
向
田
営
業
所
（
☎

６
９
１
‐
０
１
３
１
）、
芦
屋
タ
ウ
ン

バ
ス
、
芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
地
域
振

興
・
交
通
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て
い
る
人
、

地
域
の
人
や
専
門
職
の
人
が
気
軽
に
集

い
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
場

所
で
す
。
音
楽
を
使
っ
た
脳
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
体
験
や
専
門
職
の
人
か
ら
認

知
症
や
介
護
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
19
日
火
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て

い
る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

内
容　
音
楽
脳
ト
レ
、
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人

▽�

申
し
込
み　
12
月
15
日
金
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
歯
の
健
康
と
食
事
の
話
」

　

歯
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
に
影
響

を
与
え
ま
す
。
自
分
の
歯
で
お
い
し
く

食
べ
る
た
め
に
、
歯
の
健
康
の
こ
と
を

学
び
ま
し
ょ
う
。
歯
科
衛
生
士
・
管
理

栄
養
士
が
話
を
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
26
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ハ
ン
カ
チ

▽�

申
し
込
み　

12
月
19
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ

芦
屋
町
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

　
毎
日
の
健
康
づ
く

り
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
る
ア
プ
リ
で
す
。

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
芦
屋
町
商
工
会
商
品
券
が
必
ず

当
た
る
抽
選
に
応
募
で
き
ま
す
。

▽�

３
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス
＝
５
０

０
円
～
１
０
０
０
円

▽�

７
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス
＝
５
０

０
円
～
３
０
０
０
円

※�

応
募
で
き
る
の
は
ど
ち
ら
か
ひ
と
つ

で
す
。

▽�

応
募
方
法　
ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン

ト
ア
プ
リ
内
の
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応

募
」
か
ら
必
要
事
項
を
入
力

▽�

応
募
期
間　
12
月
１
日
金
～
令
和
６

年
１
月
31
日
水

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

福
祉
・
健
康

ふくおか健康
ポイントアプリ

年
末
年
始

広報あしや　2023.12⑲



ぱ
く
ぱ
く
料
理
教
室

離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
体
験

　

大
人
の
食
事
を

作
り
な
が
ら
、
子

ど
も
の
年
齢
に
合

わ
せ
た
取
り
分
け

離
乳
食
・
幼
児
食

作
り
を
学
び
ま

す
。
託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
、
マ
マ
・

パ
パ
た
ち
と
ゆ
っ
く
り
料
理
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
調
理
実
習
後
は
子
ど
も
も

一
緒
に
楽
し
い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
す
。

※�

１
歳
６
カ
月
未
満
用
の
離
乳
食
は
保

護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

▽�

と
き　
12
月
８
日
金
・
午
前
９
時
15
分

（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

▽�

定
員　
８
組

▽�

参
加
費　
大
人
４
０
０
円
、
食
事
を

す
る
子
ど
も
１
５
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

12
月
４

日
月
ま
で
に
、
２
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま

た
は
健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
な
ど
を
対
象
に

し
た
就
業
支
援
講
習
を
行
い
ま
す
。

■
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
ワ
ー
ド
）

▽�

と
き　
令
和
６
年
１
月
12
日
～
２
月

28
日
の
毎
週
水
・
金
（
全
10
回
）・
午

後
１
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
宗
像
市
役
所（
宗
像
市
東
郷
）

▽�

定
員　
８
人
（
託
児
あ
り
）

▽�

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
な
ど
４
０

０
０
円
は
自
己
負
担
）

▽�
締
切
日　
12
月
22
日
金

▽�
申
し
込
み　
マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
４
１

‐
９
５
３
１
）

令
和
６
年
度
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
の
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

基
地
諸
施
策
の
改
善

と
向
上
の
た
め
、
基
地

の
行
事
や
研
修
に
参
加

し
、
航
空
自
衛
隊
や
芦

屋
基
地
に
対
す
る
意
見
な
ど
を
提
出
す

る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽�
対
象　
20
歳
以
上
（
国
会
議
員
、
常

勤
公
務
員
は
除
く
）
で
、
防
衛
問
題

や
自
衛
隊
に
関
心
が
あ
り
、
公
正
で

建
設
的
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

募
集

航空自衛隊
芦屋基地

12 月の日曜開館日　３日・17日

申し込みフォーム

健
康
・
子
育
て

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー

対象は、就学前の子どもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

♥育児相談
　【ほほえみ相談】 小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　12月６日水・午前 10時～正午
　※町内に住んでいる人のみ予約できます。
　【離乳食の日】（５組限定）
　　栄養士による栄養指導と進め方相談
　 ▽ �とき　12 月 12 日火・午前 10 時 30 分～ 11

時 30分
　※ 12月５日火から予約開始
　※�実際には食べませんが、家庭で作った離乳食や
市販のベビーフードの形状や種類などのアドバ
イスをします。

　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　　�12 月の相談日はありませんが、気になること
があれば、気軽に電話をしてください。

� 　 �※次回は、令和６年１月９日火です。

♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　12月４日月・午前 11時～ 11時 30分
♥すくすく広場「栄養の話」（５組限定）

　 ▽ �とき　12月５日火・午前 10時～ 11時
　※ 11月 28日火から予約開始
♥クリスマス会（20組限定）

　 �　今年は絵本じいちゃんと絵本マミーさんも一緒に
参加します。

　 ▽ �とき　12月８日金・午前 10時～ 11時
　※ 12月１日金から予約開始
♥絵本タイム

　 　12月の絵本タイムはありません。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　12月 20日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを
用意して待っています。
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き
る
人
。
ま
た
、
平
日
を
含
む
行
事

や
研
修
（
年
間
10
回
程
度
）
に
参
加

で
き
る
人

▽�
期
間　
令
和
６
年
４
月
～
７
年
３
月

▽
募
集
人
数 　
10
人

▽�

応
募
方
法　
往
復
は
が
き
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
携

帯
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

応
募
理
由
を
記
入
の
う
え
、
12
月
22

日
金
（
必
着
）
ま
で
に
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　

�【
宛
先
】
〒
８
０
７
‐
０
１
３
３　
福

岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
芦
屋
１
４
５
５

‐
１　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地 

基
地

渉
外
室
「
令
和
６
年
度
芦
屋
基
地
モ

ニ
タ
ー
」
係

※�

発
表
は
、
返
信
用
は
が
き
の
発
送
で
行

い
ま
す
。

※�

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
、
十
分
注
意

し
管
理
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
３
４
４
）

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■
事
務
補
助
員
（
課
税
係
）

▽�

任
期　
令
和
６
年
１
月
18
日
木
～
３

月
31
日
日

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同
職
種
が
あ

る
場
合
に
、
更
新
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
た
だ
し
、
７
月
12
日
金
ま
で
）。

▽
募
集
人
数 　
５
人
程
度

▽�

業
務
内
容　
確
定
申
告
の
受
け
付
け

補
助
、
賦
課
資
料
の
整
理
、
納
税
通

知
書
の
封
入
な
ど

▽�

勤
務
時
間　
①
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分 

②
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
ど
ち
ら
も
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　
月
～
金
の
う
ち
、
シ
フ

ト
制
（
５
人
程
度
に
よ
る
交
代
勤
務
）

▽
報
酬　
日
給
６
６
０
２
円

▽�

保
険　
社
会
保
険
な
し
、
雇
用
保
険

あ
り

▽�
採
用
条
件　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み

　

�

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

12
月
15
日
金
・
午
後
５
時
15
分
ま
で

に
人
事
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
４
）

へ
提
出
（
必
着
）

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）が
原
則
適
用
に
な
り
ま
す
。

園児を募集します
　令和６年４月からの保育所（園）・認定こども
園（保育利用）の新規申し込みを受け付けます。

▽ �受付期間
　一次申し込み＝ 12月１日金～令和６年１月
10日水
　二次申し込み＝１月 11日木～２月 29日木
※一次申し込みをした人が優先です。
※２月・３月に入所を希望する場合の申し込み
期限は令和６年１月 10日水です。

▽ �入所対象　３カ月児から

▽入所要件　①同居の家族が仕事などで保育が
できない家庭　②出産や病気、介護、看護な
どで保育ができない家庭など

▽提出書類
①�施設型給付費・地域型給付費等教育・保育給
付認定申請書
※�世帯全員のマイナンバーの記載が必要です。
②�保育利用申込書

※�０歳児は母子健康手帳の写しが必要です。
③�マイナンバー確認書類と身元確認書類（保護
者１人分）
④�保育を必要とする証明書類（所属する会社の
雇用証明書など）
⑤�令和５年１月１日に芦屋町に住んでいない場
合は、その時点の居住地での所得課税証明書
※�提出書類の様式は健康・こども課窓口にあり
ます。また、町のホームページからダウンロ
ードできます。
※�事前に入所を希望する施設の見学を済ませた
うえで、申し込んでください。施設見学は各
施設に直接申し込んでください。
※�町外の保育所、認定こども園（保育利用）を
希望する場合も、芦屋町役場で手続きをして
ください。

▽ �申し込み・問い合わせ　子育て支援係
　（☎２２３‐３５３７）
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令
和
５
年
度
第
３
回

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽�

募
集
案
内
配
布
期
間　
11
月
29
日
水

～
12
月
14
日
木

※�

募
集
案
内
は
環
境
住
宅
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

▽�

受
付
期
間　
12
月
６
日
水
～
14
日
木

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県

住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管

理
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
８
１
‐
８

０
２
９
）

年
末
・
生
活
・
困
り
ご
と

電
話
相
談
会

　

生
活
困
窮
状
態
に
あ
る
皆
さ
ん
の
経

済
的
な
法
的
課
題
に
加
え
、
仕
事
や
生

活
、
住
ま
い
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
不
安
を
抱
い
て
い
る
人
た
ち
の
相
談

に
応
じ
、
少
し
で
も
安
心
し
て
年
越
し

を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
可
能
な
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
９
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
４
時

▽�

相
談
方
法　

 

電
話
相
談
（
☎
〈
０
９

２
〉
７
２
２
‐
４
１
３
１
）

▽�

相
談
内
容　

 

以
下
の
よ
う
な
相
談
に

司
法
書
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
必

要
に
応
じ
、
行
政
機
関
へ
の
同
行
な

ど
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

・
生
活
保
護
受
給

・
借
金
問
題

・�

様
々
な
原
因
に
よ
る
生
活
困
窮
や
解

雇
、
雇
い
止
め
な
ど

▽�

問
い
合
わ
せ　

 

福
岡
県
司
法
書
士
会

事
務
局
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
２
２
‐

４
１
３
１
）　

人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

12
月
７
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

12
月
21
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

特
設
人
権
相
談

　

人
権
や
法
律
の
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
12
月
14
日
木
・
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
戸

籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・

不
登
校
の
人
権
問
題

な
ど

▽�

相
談
員　
人
権
擁
護

委
員

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が

い
者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐

３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　
12
月
19
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
６
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

相
談
時
間　
１
人
約
30
分

※�

申
し
込
み
は
、
一
つ
の
相
談
内
容
に

つ
き
１
回
ま
で
で
す
。
ま
た
、
複
数

人
で
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�
遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
12
月
１
日
金
か
ら
庶
務

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

募
集
・
相
談

年末の交通安全県民運動年末の交通安全県民運動1212月月1111日日月月～31～31日日日日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼ �問い合わせ　地域振興・交通係（☎２２３‐３５３９）
　交通ルールの遵守と正しいマナーの実
践を習慣づけ、交通事故防止の徹底を目
的に、県下一斉に交通安全運動が行われ
ます。
　一人一人が交通ルールや交通マナーを
守ることの大切さを理解し、自分の命は
自分で守る意識を身につけましょう。

▽ �重点項目　飲酒運転の撲滅、夕暮れ時と夜間における歩行者の交
通事故防止、自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

【飲酒運転ダメ！絶対！】
　飲酒運転は犯罪です。
　「飲酒運転は、絶対しない、させない、許さない。
そして、見逃さない」ことを徹底しましょう。
飲酒運転を見かけたら、迷わず１１０番通報しましょう。
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健
康
優
良
家
庭
を
表
彰
し
ま
す

　

芦
屋
町
で

は
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の

被
保
険
者
全
員

が
１
年
間
医
療

機
関
な
ど
を
受
診
し
て
お
ら
ず
、
国
民

健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な
い
な
ど
の
要

件
を
満
た
し
た
世
帯
を
、
健
康
優
良
家

庭
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
健
康
優
良
家
庭
に
該

当
す
る
世
帯
主
に
対
し
て
、
12
月
上
旬

に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
の
健
康
診
査
を
大
い
に
活

用
し
、
健
康
を
保
持
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

医
療
費
通
知
を
発
送
し
ま
す

　

芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
２
カ

月
に
１
回
（
偶
数
月
の
月
末
）、
世
帯
主

へ
医
療
費
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、こ
の
医
療
費
通
知
は
、確
定
申
告
（
医

療
費
控
除
）の
際
、添
付
す
る
こ
と
で「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
明
細
欄
の
記

載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
５
年
12
月
以
降
の

医
療
費
通
知
発
送
月
一
覧

診
療
年
月

発
送
年
月

５
年
９
月
～
10
月

５
年
12
月
末

５
年
11
月
～
12
月

６
年
２
月
末

６
年
１
月
～
２
月

６
年
４
月
末

�

▽��

問
い
合
わ
せ

　

�

医
療
費
通
知
に
関
す
る
こ
と
＝
保
険

年
金
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
２
）、

確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
＝
課
税
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）

お
知
ら
せ

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの申請
や受け取りができない人のために、次の日程で休
日窓口を開設します。
※�急きょ中止になる場合は、ホームページに掲載
します。

▽ �とき　12月 16 日土・午前８時
30分～正午

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申
請書貼付写真（ない場合は、申請時に無料で撮
影）、通知カード、本人確認書類、住民基本台
帳カード（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人確
認書類、住民基本台帳カード（持っている人のみ）
※�本人確認書類は、公的機関が発行した免許証な
どの顔写真付きは１点、健康保険証などの顔写
真がないものは２点必要です。
※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けな
どは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバ ー 休 日
窓 口ホームページ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛行
訓練を行います。
【ジェット機】

▽ �とき　12 月４日月・５日火の日没～午後９時
ごろ（予備日＝６日水・７日木、８日金）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合、翌日以降を予備日として実施します。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

広報あしやに、広告を掲載しませんか

　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの広
告を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87× 50㎜（この記事の枠内）
▷掲載料金　１枠 1万円で、２月以上掲載が条件
▷�申し込み　掲載希望号の２カ月前の
１日までに広報情報係（☎２２３‐
３５６９）へ申込書を提出

広
告

広報あしや　2023.12㉓



選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

1�

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

作
品
展
示

　
町
内
小
中
学
生
の
制
作
し
た
ポ
ス
タ

ー
と
標
語
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽�
と
き　
12
月
11
日
月
～
20
日
水

※
平
日
の
み

▽�
と
こ
ろ　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

2
寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

公
職
選
挙
法

に
基
づ
き
禁
止

さ
れ
て
い
る

行
為
が
あ
り
ま

す
。
有
権
者
と

政
治
家
の
両
方

に
関
わ
る
の
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
禁
止
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

▪�

政
治
家
か
ら
の
寄
付
禁
止
と
有
権
者

の
寄
付
勧
誘
や
要
求
の
禁
止

　

政
治
家
（
候
補
者
、
立
候
補
し
よ
う

と
す
る
人
、
現
に
公
職
に
あ
る
人
）
が

選
挙
区
内
の
人
に
金
銭
や
物
を
贈
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有

権
者
が
政
治
家
に
対
し
て
寄
付
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪�

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
、

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
自
筆
の
答

礼
を
除
く
）。

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
住
民
課
内
☎
２
２
３
‐
３
５
３
１
）

水
道
管
の
凍
結
に
注
意

　
寒
さ
が
厳
し
く

な
る
と
、
水
道

管
や
水
道
メ
ー
タ

ー
が
凍
結
し
た
り

破
裂
し
た
り
し
ま

す
。
露
出
し
た
水

道
管
に
保
温
チ
ュ

ー
ブ
を
巻
い
た

り
、
メ
ー
タ
ー
の
周
り
に
砂
を
入
れ
た

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
詰
め
た
り
し
て
保
護
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
水
道
管
の
修
理
な
ど
（
有
料
）

は
、
北
九
州
市
上
下
水
道
局
指
定
の
給

水
装
置
工
事
業
者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
上
下
水
道

局
西
部
工
事
事
務
所
（
☎
６
４
４
‐

７
８
２
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
に

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
健
康
や
医
療
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、年
３
回（
７
月
、

11
月
、
翌
２
月
）
医
療
費
通
知
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
～
７
月
診
療
分
の
医

療
費
通
知
の
発
送
は
、
令
和
５
年
11
月

末
で
す
。
被
保
険
者
本
人
の
住
所
（
別

途
送
付
先
変
更
を
行
っ
て
い
る
場
合
を

除
く
）
に
圧
着
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。

※�

通
知
作
成
日
時
点
で
亡
く
な
っ
て
い

る
人
の
通
知
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

医
療
機
関
か
ら
の
情
報
受
け
渡
し
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
、
本
通
知
に
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
明
細
書
と
し
て
使
用

す
る
場
合
は
、
領
収
書
な
ど
を
追
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）
ま
た
は
、
福
岡

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問

い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉

６
５
１
‐
３
１
１
１
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

●
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
講
座

　

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ス
ノ
ー
ド
ー
ム

を
作
る
講
座
で
す
。

▽�

と
き　
12
月
17
日
日
・
午
後
１
時
～

３
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽�

対
象　
小
学
生
以
上
の
人
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
30
日
木
～
12
月
15
日

金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ 

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

手
作
り
品
の
ぬ
く
も
り
を
あ
な
た
に
！

ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

町
の
活
動
団
体
や
福
祉
施
設
な
ど
の

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
の
展
示
・
販
売
を

行
い
ま
す
。

　

ま
だ
見
ぬ
す
て
き
な
作
品
と
の
出
会

い
を
求
め
て
、
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
12
月
８
日
金
～
23
日
土
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

※
23
日
土
は
午
後
４
時
ま
で

※
日
曜
は
休
館
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館
２
階

▽�

問
い
合
わ
せ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
の
ひ

お
知
ら
せ
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と
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
事
業
を
テ
ー
マ
と
し
た

研
修
会
を
行
い
ま
す
。

　

家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
や
生
活
用

品
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
参
加
者
間
で
交

換
し
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
フ
ー
ド

パ
ン
ト
リ
ー
の
一
連
の
流
れ
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
12
月
16
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　
町
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

▽�

講
師　
馬ま
ど
の殿
和か
ず
よ代
さ
ん
（
中
間
市
社

会
福
祉
協
議
会
）

▽
定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
27
日
月
～
12
月

9
日
土
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
窓
口
、
電
話
（
☎
２
２

１
‐
１
０
１
１
）、
フ
ァ
ク
ス
（
☎

２
２
１
‐
１
０
１
２
）、
メ
ー
ル

（volunteer1@
tow

n.ashiya.
lg.jp

）、
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
の
い

ず
れ
か
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し

込
む
際
は
、
参
加
者
の
氏
名
と
連
絡

先
（
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
、
電
話
の
受
け
付
け
時
間
は
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分
（
日
曜
・

祝
日
は
休
館
）
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

芦
屋
釜
の
今
と
こ
れ
か
ら

　

新
し
く
な
っ
た
芦
屋
釜
の
里
の
前
庭

を
現
地
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
福
岡

県
知
事
の
指
定
を
受
け
た
現
代
の
芦
屋

釜
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
、
作
品
解
説
を

交
え
て
話
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
16
日
土
・
午
前
９
時
～

11
時

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�

講
師　
新
郷
英
弘
さ
ん
（
芦
屋
釜
の

里
館
長
・
学
芸
員
）

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
３
０
０
円
（
呈
茶
代
）

▽�

申
し
込
み　
12
月
１
日
金
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民
館

窓
口
ま
た
は
電
話
（
☎
２
２
２
‐
１

６
８
１
）
で
受
け
付
け
。

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

申し込みフォーム

冷蔵庫の中に
安心を

♥ 救急医療情報キットを
　 備えましょう
　救急医療情報キット（以下、救急キット）は、家
族の緊急連絡先や、自分のかかりつけ医療機関など
の情報を専用の容器に入れて自宅の冷蔵庫に保管
しておき、急病など緊急時に、救急隊員やかけつけ
た人に必要な情報が伝わるようにするものです。

▽ �対象　65歳以上の一人暮らしの人、65歳以上
の高齢者夫婦世帯、障がい者で一人暮らしの人

▽ �救急キットの内容　
　1救急情報記入用紙（救急連絡カード）

　�2�マグネットシール１枚
　　 （冷蔵庫の扉に貼るもの）、
　　  シール１枚
　　 （玄関の内側に貼るもの）

▽申し込み・配布場所　福祉課窓口　

▽費用　無料
♥�救急キットの容器に入れている情報は、最新の
ものですか？
　救急連絡カードの記載内容に変更があった場
合、かけつけた人に正しく情報が伝わるように、
必ず書きかえて保管してください。

▽ �問い合わせ
　高齢者支援係　（☎２２３‐３５３６）

3保管容器

広報あしや　2023.12㉕



みんなの

 ね・ん・き・ん
社会保険料控除証明書が
届きます
　日本年金機構から、「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」が対象者宛てに
送られます。手元に届いたら大事に保管し、
年末調整や確定申告に使用してください。
令和５年中に納付したものであれば、過去
の年度分や追納した保険料もすべて社会保
険料控除の対象になります。
① �10月下旬～11月上旬に送られてきた人
　令和５年１月１日～ 10 月２日の間に保
険料を納付した人
②令和６年２月上旬に送られてくる人
　令和５年 10 月３日～ 12 月 31 日の間に
保険料を納付した人
　マイナポータルとねんきんネットの認証
連携手続きが済んでいる人のうち、ねんき
んネット内で「電子送付を希望する」と登
録している人に対しては、マイナポータル
の「お知らせ」にのみデータを送信します。
※�なお、自分の保険料だけでなく、配偶者
や子どもなどが負担すべき保険料も支払
っている場合、その保険料も合わせて控
除が受けられます。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」に関する相談は、「ねんきん加入者ダイ
ヤル」に問い合わせてください。

▽ �問い合わせ　ねんきん加入者ダイヤル
　（☎０５７０‐００３‐００４）

新
春
特
別
呈
茶

　

年
の
初
め
に
茶
室
で
抹
茶
を
一
服
い

か
が
で
す
か
。

※
お
点
前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

と
き　
令
和
６
年
１
月
４
日
木
～
６

日
土
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

受
け
付
け

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

▽�

料
金　
高
校
生
以
上
５
０
０
円
（
入

館
料
と
お
茶
代
）、中
学
生
３
０
０
円
、

小
学
生
以
下
２
０
０
円
（
お
茶
代
）

※�

令
和
５
年
度
は
、
県
の
事
業
に
よ
り

小
中
学
生
は
入
館
料
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

芦
屋
東
公
民
館
講
座

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

正
月
に
向
け
た
、
花
の
ア
レ
ン
ジ
を

学
び
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
23
日
土
・
午
後
１
時
～
３
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

▽�

講
師　
山
村
朋
代
さ
ん
（
は
な
の
店

て
ぃ
ー
だ
代
表
）

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
通

勤
し
て
い
る
人

▽�
定
員　
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�
参
加
費　
２
０
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
花
ば
さ
み
、
タ

オ
ル
、
作
品
持
ち
帰
り
用
の
袋

▽�

申
し
込
み　
12
月
１
日
金
～
19
日
火
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋
東

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
９
８
１
）
へ

お
知
ら
せ

▷対象　町内の団体・企業、公共的団体など
▷注意　町が特定の個人、政党、宗教団体を支
持していると誤解が生じる場合や、雨天時の

屋外では使用できません。
▷�申し込み　ホームページ
　にある借用申請書を提出
▷�問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

アッシー着ぐるみ無料貸し出し 選べる出前講座 50 種類以上
　講座メニューの中から皆さんが聞きたい内容を選
んでください。町職員が話をお届けします。
▷�メニュー配布場所　役場 2階企画政策課窓口、中
央・芦屋東・山鹿公民館、町民会館

▷�対象　原則として町内に在住、在勤す
る 5人以上の団体やグループ

▷�申し込み　開催日の 20日前までに広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）へ申込書を提出

広報あしや　2023.12芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ㉖



 

　芦屋町では、「まちづくりは町民全員が協働してつくるもの」と考え、町
政への提案や意見などをいただく「町長への手紙」と「ご意見箱」があります。
今回は、いただいた町長への手紙・ご意見箱の中から抜粋して紹介します。
�

△ �

問い合わせ　広報情報係（☎２２３‐３５６９）

町長への手紙、 ご意見箱

◦�町長への手紙やご意見箱は、町民の皆さんの声を町政に反映させるためのも
のです。まちづくりの提案や意見、日常生活の中で感じていることをお寄せ
ください。

◦�町長への手紙やご意見箱は、必ず町長が目をとおし、個人のプライバシーや
利害にかかわるもの以外は、差出人へ返事を送ります。できるだけ、名前と
住所などを記入してください。なお、誹

ひぼうちゅうしょう
謗中傷の類

たぐい
は受け付けません。△

町長への手紙（用紙）の設置場所
　�役場２階企画政策課、町民会館、中央公民館、山鹿公民館、芦屋東公民館△

ご意見箱（ご意見・ご提案）
　�芦屋町のホームページにある「ご意見・ご提案」から送ることができます。

ホームページ
の「ご意見箱」
も活用してっ
ちゃ！

階段を延長して、手すりを設置しました
　

　昨年手紙をいただき、現場を確認したところ、滑りやすい箇所などがあ
りましたので今年の６月から整備工事を行い、砂浜まで階段を延長し、階
段には手すりを設置しました。� （産業観光課）

※�この手紙は、令和４年６月に夏井ヶ浜はまゆう群生地から砂浜に下りる階段が岩肌が出ていて下
りる際に滑り転倒する危険があるので対策してほしいという町長への手紙への対応を行ったこと
に対するお礼の手紙です。

夏井ヶ浜はまゆう群生地から砂浜に下りる階段設置のお礼
　

　夏井ヶ浜はまゆう群生地から砂浜に下りる階段に素晴らしい手すりと階段ができていました。砂
浜に下りるのがとても楽しみになりました。ありがとうございます。� （80代　男性）

�

手紙

対応

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

遠
賀
郡
駅
伝
競
走
大
会

▽�

と
き　
令
和
６
年
２
月
４
日
日
・
午

前
９
時
か
ら
（
８
時
10
分
～
30
分
ま

で
受
け
付
け
）

※�

荒
天
の
場
合
は
、
２
月
11
日
日
に
延

期
し
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
海
浜
公
園
内
周
回
コ

ー
ス

▽�

対
象　
小
中
学
生
＝

郡
内
の
学
校
に
在

籍
、
ま
た
は
郡
内
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

所
属
し
て
い
る
人

　

�

一
般
の
部
＝
郡
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤

務
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
郡
内
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
人 

▽�

チ
ー
ム
編
成　
小
学
生
＝
学
校
ま
た

は
ク
ラ
ブ
単
位（
小
学
３
年
生
以
上
）、

中
学
生
＝
学
校
ま
た
は
ク
ラ
ブ
単
位
、

一
般
＝
高
校
生
以
上
、
各
町
単
位

※
必
ず
１
チ
ー
ム
５
人
で
編
成
す
る
こ
と

※�

小
学
生
、
中
学
生
女
子
は
１
人
２
㎞
、

中
学
生
・
一
般
男
子
は
１
人
３
㎞

▽�

申
し
込
み　
１
月
９
日
火
ま
で
の
平
日・

午
前
９
時
～
午
後
3
時
に
、
芦
屋
町
体

育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０
１
８
８
）
へ

※�

申
込
書
は
芦
屋
町
体
育
協
会
に
あ
り

ま
す
。

※�

水
曜
日
は
定
休
日
で
す
。

ホームページ
ご意見・ご提案
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12 月３日日～９日土は  　障害者週間です

▽ �問い合わせ　障がい者・生活支援係　（☎２２３‐３５３０）

　障害者週間とは、障がい者の福祉への関心と理解を深めるととも
に、障がい者が社会や経済、文化などあらゆる分野の活動に積極的
に参加する意欲を高めることを目的としています。
　「障がい」は、その人の体や心にある「機能の障がい」と「社会的障壁」
の両方でつくり出されています。障がいを正しく理解し、日常生活
や社会活動のなかでサポートすることで、障がいのある人たちの社
会参加の機会が広まります。一人一人が障がいに関しての知識を深
め、物理的・心理的なバリアをなくしていくことが大切です。
　芦屋町では障害者週間にあわせて、芦屋町図書館内に関連図書コーナーを設置し、障
がい者に関する啓発を行います。
※�社会的障壁とは、障がいのある人が日常生活や社会生活を営むうえで妨げとなるよう
な、制度や偏見などです。

★障害者週間

　障がい者の虐待は、特定の人や家庭、場所ではなく、どこででも起こりうる問題です。
虐待をしている人の側に、それが虐待であるという認識がない場合があります。また、
虐待をされている人が、虐待を受けていると認識できずに、自分から被害を訴えられな
い場合があります。そのため、周囲の人がこの問題を認識し、小さな兆候を見逃さずに
早期に発見することが大切です。
　虐待かどうかの判断が難しい場合でも「何か困っているようだ」「様子がいつもと違う」
といった “気付き” でもよいので、何かあれば情報をお寄せください。早めの気付きが
問題の深刻化を防ぐきっかけになります。なお、通報や届け出をした人の情報は守られ
ます。

みんなで障がい者虐待を防ぎましょう★

　この条例は、平成 28年に施行された障害者差別解消法を踏まえ、障がいを理由とする
差別の解消を推進し、障がいの有無にかかわらず、誰もが互いに尊重し、支え合いなが
ら暮らせる町になることを目指して、平成 31年３月に制定されました。条例では、障が
いを理由とする差別を「不当な差別的取り扱い」と「合理的配慮をしないこと」と定義し、
差別の解消に向けて次のことを定めています。
⃝不当な差別的取り扱いの禁止
　�　障がいを理由として、サービスの提供を拒否するこ
とや、場所や時間帯などを制限すること、条件を付け
ることなどの行為が禁止されています。
⃝合理的配慮の提供
　�　障がいのある人から、何らかの対応や配慮をしてほ
しいという意思が伝えられた場合に、個別に調整をす
ることです。近くに困っている人がいたら、声をかけ
てください。私たち一人一人が障がいを正しく理解し、
障がい者差別のない町を目指しましょう。

芦屋町障がい者差別解消条例を知っていますか★

㉘広報あしや　2023.12



防ごう！高齢者虐待
◦高齢者虐待をなくすために
　�　高齢者（65歳以上）虐待は、養護者（世話をする人）が「虐待をしている」とい
う自覚なく行っていることが多いです。一人で、または家族で頑張りすぎていませ
んか。介護は、長くなるほど心身に負担がかかります。高齢者が尊厳を持って安心
して暮らすために、高齢者やその家族を支援し、虐待をなくしていきましょう。

◦地域で高齢者を見守りましょう
　�　全ての人が住み慣れた地域で安心して暮らすためには、助け合える地域づくりに取り組
んでいくことが大切です。高齢者や介護をしている人たちが孤立しないように温かく見守
り、支え合っていきましょう。
　�　介護のことを誰にも相談できずに自分だけで悩んでいませんか？
　�　ささいなことでも相談することで、高齢者に医療や介護サービスなどの適切な対応
を行うことができ、介護負担も軽くなります。無理をせず、サービスや制度を利用し
て負担を減らすようにしましょう。また、「虐待かもしれない」と思った場合も相談
してください。秘密は守られますので安心してください。

▼ �問い合わせ　�芦屋町地域包括支援センター（役場福祉課内）
　　　　　　　（☎２２３‐３５８１）

◦高齢者虐待のサインの例

□��排泄に失敗した罰とし
て、下半身を裸にさせら
れている

㉙

□��入浴や体を拭くなどの
世話をめっ
たにしても
らえない

□��住居が極端に不衛生だ
ったり、異臭がしたり
する

□��養護者が高齢者に対し
て過度に乱暴な口のきき
方をする

□��訪問しても高齢者に会
えない、また
は会おうとす
ると養護者か
ら嫌がられる

□��家から高齢者や家族の
怒鳴り声や悲鳴などが
聞こえる

□�高齢者が管理
できるのにお
金を使わせて
もらえない

広報あしや　2023.12

□�体にやけどや傷がみら
れる

□�「家にいたく
ない」「怒ら
れる」などの
訴えがある

□��急におびえた
り、恐ろしが
ったりする



着任しました！よろしくお願いします
　地域おこし協力隊の
着任式が 10 月 2 日に
行われ、波多野茂丸町
長から脇

わ き た あ ゆ み
田彩友美さん

と中
な か お し ほ
尾志保さんに辞令

が手渡されました。今
回は脇田さんと中尾さ
んの紹介をします。よ
ろしくお願いします
（写真左から中尾志保
さん、波多野茂丸町長、
脇田彩友美さん）。

△�結婚を機に夫のゆかりの地、福岡県への移
住を決めました。

△�芦屋町で一番お気に入りの場所でよく散歩
しています。

■配属先
　産業観光課　商工観光係
■趣味
　旅行。42都道府県を旅しました（まだ行ったことがない県
は、福島県、栃木県、埼玉県、千葉県、山梨県）。
■出身地
　大阪府出身
■経歴
　約 10年間、携帯ショップ窓口や営業などに従事
■主な活動内容
　・地域おこし協力隊 SNS の運営、更新
　・�芦屋町の魅力（海・芦屋釜など）を活かした、
　　イベントの企画など
■応募した理由
　昔から海の近くに住みたいと思っており、はじめて訪れた芦
屋町で海のきれいさに感動しました。多くの皆さんに芦屋町の
魅力を知ってもらえるイベントの開催やＰＲをして、さらに芦
屋町を盛り上げていきたいと思い応募しました。

　私の取りえである、明るさと元気のよさで
芦屋町の魅力を多くの人に知ってもらえるイ
ベント企画やＰＲをしていきます！町で見か
けた際には、ぜひオススメのスポットや素敵
な芦屋町のことをたくさん教えてください。

㉚

中尾　志保さん

広報あしや　2023.12



地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域外の人を受け入
れ、地域協力活動を行ってもらい、その地域への定住・定着
を図ることで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的と
した制度です。

△�フランスの専門学校時代にマネキン
を使って型紙を布で作っています。

　日々の地域おこし協力隊の活動は
Instagram で発信していますので、
フォローして活動を応援してもらえ
るとうれしいです！

■配属先
　企画政策課　地方創生推進係
■趣味
　絵画・読書・食事・ドライブなど
■出身地
　糟屋郡志免町出身
■経歴
　名古屋学芸大学（愛知県）卒業後、フランスのファッション専
門学校に留学・卒業
　デザイン会社で記念日のアルバム制作後、アパレル店勤務
■主な活動内容
　・町 SNSの運営、更新
　・広報紙の取材、紙面作成など
■応募した理由
　私は趣味で漫画を描いており、地域を活性化するような物語を
描きたいと考えて調べものをしているときに芦屋町の地域おこし
協力隊の募集を発見し、芦屋町を知りました。芦屋町の美しい海
と父の故郷の熊本県天草の海が似ているなと親近感を持ち、町の
ことを調べたら自然や歴史などに魅力を感じ、応募しました。

　さまざまな人に楽しんで読んでもらえる漫画を描
くことで情報発信できるように日々、いろいろな体
験をしたいと考えています。まだまだ芦屋町のこと
は知らないことが多いので教えていただけると幸い
です。また、休日はスマホゲームと共に散策してい
ますので、見かけたら気軽に声をかけてください。

㉛

△�水彩絵の具やパソコンを使い、漫
画やイラストを描いています。

脇田　彩友美さん
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㉜

一家に
一台 必ず、あなたの役に立つ

戸別受信機を設置しましょう

■ 戸別受信機を設置しましょう
　⃝�戸別受信機は、災害時の避難情報や町からの重要な緊急情報を受信する機器で、町からの情報だけではなく、

住んでいる自治区からの情報（区内の行事などのお知らせ）も配信される便利な機器です。まだ、箱から
出していない人は、設置をお願いします。

■ �電源（コンセント・電池） の接続
　�　戸別受信機の電源は、普段は ACアダプ
ターを接続し、家庭用コンセント（以下、
コンセント）から取ってください。電池は
停電時に使用しますので、必ず入れておい
てください。
　⃝�コンセントに接続していても、電池は自
然消耗します。また、コンセントに接続
せずに電池だけで使用すると、2、3日程
度で電池がなくなります。

　⃝�電池がなくなった場合（電池を入れてい
ない場合も）は、受信機右上の「電池」
のランプが赤く点灯するので、電池を交
換してください。

　⃝�液漏れによる故障などを防ぐためにも、
電池は１年に１回は交換しましょう。

　⃝�電池は、「＋」「－」を正しい向きで入れ
ましょう。間違うと液漏れを起こし、故
障や出火の原因になってしまいます。

■ 受信の確認
　⃝�受信し、読んでいない情報には、「★」印が付いています。「再生・停止」ボタンを押して、内容を確認し
ましょう。

　⃝�音量は、受信機の右側下段の音量調整用の「大」「小」ボタンで調整できます。

■ 戸別受信機は町からの貸与品です
　⃝�戸別受信機は、町からの貸与品です。大切に扱ってください。芦屋町から転出する場合は、必ず総務課に
返却してください。また、一人暮らしの人が亡くなった場合も返却が必要です。

　⃝�町内で転居する場合は、転居先の自治区の情報が受信できるよう、設定を変更しますので、総務課に戸別
受信機を持ってきてください。

　 ▽ �問い合わせ　戸別受信機に係る全般のこと＝庶務係（☎２２３‐３５７２）
　　�戸別受信機の機器や使用方法＝防災ラジオコールセンター（24 時間対応　年中無休）（☎〈０１２０〉
３８８-２８０）

電池を入れた状態でＡＣアダプ
ターにつなぐと、緑ランプが点灯
します（電池切れの場合は、赤ラ
ンプが点灯します）。

画面　

音量調整ボタン
（大／小）

再生・停止ボタン

メッセージ
選択ボタン
（上／下）

画面表示ボタン
（オン／オフ）

電池ランプ

受信電波レベル受信電波レベル
１（小）～５（大）１（小）～５（大）

「 ★ 」は未読の印

広報あしや　2023.12



㉝

　
ミ
シ
ン
と
洋
服

　
温
か
さ
と
思
い
出
と
②

　
洋
装
の
歴
史　

　
昭
和
中
期
生
ま
れ
の
人
の
中
に
は
、学

校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
明
る
い
窓
の

あ
る
部
屋
で
、お
母
さ
ん
が
ガ
タ
ガ
タ
と

ミ
シ
ン
を
踏
ん
で
洋
裁
を
し
て
い
た
、そ

ん
な
思
い
出
を
持
つ
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、洋
服
は
当

然
な
が
ら
、わ
が
国
発
祥
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。洋
服
は
い
つ
頃
か
ら
普
及
し
始
め
た

の
で
し
ょ
う
か
。

〈
明
治
期
〉

　

軍
服
の
制
定

や
鹿ろ
く
め
い
か
ん

鳴
館
で
夜

会
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
伴
い
、

洋
装
は
ま
ず
上

流
社
会
に
の
み

普
及
し
た
よ
う
で
す
。

〈
大
正
期
～
昭
和
初
期
〉

　
男
性
の
洋
装
化
は
比
較
的
早
く
進
み
、

子
ど
も
服
も
活
動
着
と
し
て
推
奨
さ
れ

ま
し
た
。一
方
、一
般
の
女
性
に
洋
装
が
普

及
し
始
め
た
の
は
大
正
後
期
か
ら
の
よ
う

で
す
。
ま
た
、
昭
和
に
入
る
と
国
民
服
令

の
制
定
に
よ
り
、
簡
易
的
な
洋
服
ま
た
は

和
服
の
改
良
服
が
平
服
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
の
洋
装
化
の
大
き
な
契
機
と

な
っ
た
の
は
、大
正
12
（
１
９
２
３
）
年

に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
。和
服
を
着
用

し
て
い
た
女
性
は
裾す
そ

や
袂た
も
とに
動
き
を
さ

ま
た
げ
ら
れ
て
逃
げ
遅
れ
、そ
の
被
害
は

甚
大
で
し
た
。

〈
太
平
洋
戦
争
中
〉

　

昭
和
15
（
１
９

４
０
）
年
に
入
る

と
、
戦
時
の
物

資
統
制
令
下
で
国

民
の
衣
生
活
の
合

理
化
・
簡
素
化
が

主
目
的
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
厚

生
省
と
陸
軍
省
の
管
理
下
に
あ
っ
た
被

服
協
会
に
よ
り
国
民
服
が
創
定
さ
れ
、法

制
化
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、着
用
が
強

制
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、太
平
洋
戦
争
後

半
ま
で
は
国
民
服
を
着
て
い
な
い
人
が

多
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

　
な
お
、国
民
服
と
同
様
の
主
旨
か
ら
女

性
の
着
用
が
推
奨
さ
れ
る
服
装
と
し
て
、

婦
人
標
準
服
が
昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年

か
ら
研
究
さ
れ
、翌
年
４
月
に
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
普
及
は
せ

ず
、
ほ
と
ん
ど
着
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、全
国
組
織
の
愛
国
婦
人

会
は
、「
モ
ン
ペ
」
を
制
服
と
し
て
採
用

し
ま
す
。
モ
ン
ペ
は
消
火
・
避
難
な
ど
の

時
、素
早
く
動
け
る
よ
う
に
推
奨
さ
れ
た

防
空
着
で
、足
首
を
し
ぼ
っ
た
ズ
ボ
ン
の

よ
う
な
服
で
す
。た
だ
女
性
た
ち
は
モ
ン

ペ
と
言
え
ど
も
、服
装
の
美
し
さ
を
求
め

ま
し
た
。
あ
る
国
防
に
関
す
る
記
事
で

は
、モ
ン
ペ
を
「
ズ
ボ
ン
は
東
北
地
方
の

モ
ン
ペ
を
優
美
に
改
良
し
た
も
の
、こ
れ

に
短た
ん
こ袴
を
つ
け
れ
ば
ち
ょ
っ
と
し
た
買

い
物
な
ど
の
外
出
用
に
も
な
り
ま
す
。モ

ン
ペ
の
上
に
上
衣
と
頭
巾
を
つ
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
空
襲
下
の
防
火
防
毒
に
活
躍

す
る
女
軍
の
姿
と
な
り
ま
す
」と
う
た
っ

て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
戦
局
が
悪
化
し
て
空
襲
が
始

ま
る
と
、女
性
た
ち
は
常
に
モ
ン
ペ
を
身

に
つ
け
る
生
活
に
な
り
ま
し
た
。当
初
は

ほ
と
ん
ど
普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、本

土
空
襲
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
は
、女
性
の

ほ
と
ん
ど
が
日
常
着
と
し
て
モ
ン
ペ
を

着
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

編

集
後
記

▼
念
願
の
航
空
祭
撮
影
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
の

前
に
は
、
握
手
や
サ
イ
ン
を
求
め
て

た
く
さ
ん
の
人
が
列
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
開
会
時
間
が
差
し
迫
っ
て
も

そ
の
列
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、

人
気
ぶ
り
は
さ
な
が
ら
ア
イ
ド
ル
の

握
手
会
の
よ
う
。
ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
皆
さ
ん
に
は
タ
ッ
ク
ネ
ー
ム
と

い
っ
て
、
非
公
式
の
あ
だ
名
が
あ
る

そ
う
で
す
が
、「
リ
ア
ル
」
や
「
エ
デ

ン
」
な
ど
由
来
が
気
に
な
る
も
の
ば

か
り
。
い
つ
か
聞
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
野
中
）

▼
10
月
に
育
休
か
ら
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
育
休
中
に
歯
医
者
に
行
く

と
、
虫
歯
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
改
め
て
歯
の
大
切
さ
を
理
解

し
、
口
く
う
ケ
ア
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
フ
レ
イ

ル
予
防
に
も
口
く
う
ケ
ア
は
大
事
な

の
で
、
皆
さ
ん
歯
を
大
切
に
し
ま
し

ょ
う
（
フ
レ
イ
ル
予
防
は
12
～
13
ペ

ー
ジ
健
幸
な
町
あ
し
や
に
掲
載
し
て

い
ま
す
）。�

（
手
塚
）

▼
仕
事
柄
、
い
ろ
ん
な
自
治
体
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち
登
録
を
し
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が
手
元
に

届
く
の
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
皆

さ
ん
は
芦
屋
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
登
録

し
て
い
ま
す
か
。
11
月
か
ら
は
受
信

設
定
で
欲
し
い
情
報
だ
け
を
受
け
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
友
だ

ち
登
録
・
受
信
設
定
を
し
て
活
用
し

て
く
だ
さ
い
ね
。�

（
那
木
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
三
十
一

△明治期の洋装

△太平洋戦争中の服装

広報あしや　2023.12 芦屋町公式ＬＩＮＥ
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1 0 月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人24
人86死亡

人0４
人13

令和５年10月末日現在 令和４年10月末日現在
人　口
男　性6,316
女　性6,674
世帯数6,461

人
人 6,468

6,772
6,528 世帯

人
人

世帯

12,990 人 13,240 人

　12月6日水～11日月の６日間『GⅠ全日本王座決定戦　
開設71周年記念』をボートレース芦屋で開催します。
　開催期間中、タレントによるライブステージやトークライブ、
YouTubeの予想公開生配信など、皆さんで楽しめるイベ
ントを行います。
※�入場料１００円が必要です（20歳未満は無料です）。

▽ �問い合わせ　ボートレース芦屋企画宣伝係（☎２２３-
０５８１）

ステージイベント

12/ ９土
武藤敬司＆神奈月トークライブ
（会場：あしや夢リアホール）

ボートレース芦屋イベントのお知らせ

岡澤アキラトークライブ
（会場：西プラザステージ）

ハリウッドザコシショウ
お笑いライブ

（会場：西プラザステージ）

西川貴教トークライブ
（会場：あしや夢リアホール）

12/10 日

※�出演時間などは特設サイトを
確認してください。

GI特設サイト
こちら


